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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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返
還
で
出
来
た
新
住
所
で
あ

る
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ

ん
は
北
谷
町
に
米
軍
用
の
が

ら
が
ら
の
大
駐
車
場
が
あ

り
、
次
は
こ
こ
か
と
噂
さ
れ

て
い
る
と
い
う
▼
問
題
に

な
っ
て
い
る
普
天
間
基
地
を

見
て
き
た
。
展
望
台
か
ら
同

基
地
を
見
る
と
、
住
宅
街
の

真
ん
中
に
基
地
が
ド
カ
ッ
と

居
座
っ
て
い
る
様
が
一
望
で

き
る
。
騒
音
も
事
故
の
際
の

危
険
性
も
と
ん
で
も
な
い
こ

と
と
本
当
に
実
感
で
き
る
。

「
世
界
一
危
険
な
基
地
」と
自

認
す
る
米
国
が
自
国
で
は
絶

対
認
め
な
い
環
境
だ
▼
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と

基
地
費
用
を
請
求
す
れ
ば
米

軍
は
出
て
行
く
の
に
と
い
う

の
が
地
元
の
声
。
崩
壊
し
た

原
発
「
安
全
神
話
」
と
同
様
、

根
本
的
な
検
討
と
確
認
が
今

こ
そ
必
要
だ
。 　

那
覇
市
に

「
新
都
心
」と

い
う
沖
縄
ら

し
く
な
い
地

名
が
あ
る
。

米
軍
住
宅
の

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

玉
方
の
合
駒
に
注
意
す
る
。

（　

分
で
二
段
）

10

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は　
11

月　

日
、
賃
下
げ
法
案
の
廃

10
案
を
求
め
、
秋
年
闘
争
中
央

行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
行

動
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求

を
持
っ
て
集
ま
っ
た
官
民
労

働
者
が
合
流
し
、
国
会
に
向

け
て
デ
モ
行
進
を
し
ま
し

た
。
公
務
労
働
者
は
デ
モ
解

散
後
、
全
国
会
議
員
へ
憲
法

違
反
の
賃
下
げ
法
案
に
反
対

す
る
よ
う
、
要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

中
央
行
動
に
は
、
３
０
０

０
名
の
官
民
労
働
者
や
農
民

ら
が
結
集
し
、　

全
国
税
組

合
員
は
、
北
は
北
海
道
、
南

は
兵
庫
県
の
組
合
員
を
は
じ

め
、
職
場
の
仲
間
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
カ
ン
パ
を
旅
費
に
、

　

名
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

29
　

職
場
で
掲
示
し
た
「
賃
下

げ
反
対
」の
ノ
ボ
リ
旗
に
は
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
餓
死
し
て

職
場
の
声
を
届
け
る　

・　

デ
モ
行
進

11

10

　
　
  　
 
あ
な
た
の
声
を
伝
え
る
全
国
税

職場に賃下げ妥結の声はないぞ

し
ま
う
」「
ミ
ル
ク
代
よ
こ

せ
」「
が
ん
ば
ろ
う
国
税
職

員
！
」
と
寄
せ
書
き
さ
れ
、

終
始
、
国
税
労
働
者
の
声
と

共
に
国
会
周
辺
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

【
愛
知
支
部
・
牧
野
さ
ん
】

　

愛
知
支
部
は
上
京
団
カ
ン

パ
を
訴
え
、
合
計
５
万
６
千

円
が
集
ま
り
、
支
部
か
ら
２

名
、
地
連
代
表
１
名
の
計
３

名
で
参
加
し
た
。
つ
ま
り
、

連
合
の
組
合
員
か
ら
の
カ
ン

パ
で
来
た
こ
と
に
な
る
。

　

職
場
に
押
さ
れ
て
来
た
。

何
と
か
阻
止
し
た
い
。

【
北
海
道
・
坂
東
さ
ん
】

　

上
京
団
カ
ン
パ
は
、
４
分

会
で
１
万
２
千
円
が
職
場
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
。
家
を
買
っ

て
ロ
ー
ン
の
あ
る
人
や
単
身

赴
任
も
あ
り
、
大
変
な
北
海

道
の
状
況
を
訴
え
に
来
た
。

あ
る　

代
職
員
も
「
子
ど
も

50

の
教
育
ロ
ー
ン
を
組
み
に
行

く
」
と
言
う
。
国
会
議
員
に

直
接
訴
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

【
南
大
阪
支
部
・
伊
藤
さ
ん
】

　

自
作
の
旗
を
作
っ
て
き

た
。
組
合
員
の
い
な
い
職
場

を
練
り
歩
い
て
き
た
旗
で
あ

り
、
職
場
の
反
対
の
声
を
集

め
て
き
た
。

国
会
内

賃
下
げ
反
対
マ
ッ
プ
拡
大
中

　
「
人
勧
無
視
、〝
二
重
の
憲

法
違
反
〟
は
絶
対
に
許
さ
な

い
」
―
―
。
国
公
労
連
・
全

国
税
は
、　

月
か
ら
何
度
も

10

国
会
議
員
要
請
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
国
公
労
働
者

だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
や

教
職
員
を
は
じ
め
、
民
間
労

働
者
、
法
曹
、
著
名
人
な
ど

も
「
賃
下
げ
反
対
」
に
賛
意

を
表
明
。
宣
伝
行
動
や
地
元

京
団
カ
ン
パ
の
取
り
組
み
を

尋
ね
ま
し
た
。

　

上
京
団
に
参
加
し
た
組
合

員
に
、
国
税
職
員
の
声
・
上

国
会
議
員
事
務
所
へ
の
要
請

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
国
会
内

部
で
の
〝
賃
下
げ
反
対
マ
ッ

プ
〟
は
拡
大
中
。
人
事
院
の

「
憲
法
違
反
の
懸
念
」談
話
も

あ
り
、
民
主
党
内
で
も
賛
否

の
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま

す
。
自
民
党
は
、「
あ
る
意

味
で
憲
法
違
反
」「（
人
勧
内

包
は
）
通
ら
な
い
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
財
界

は
、「
公
務
員
制
度
改
革
関

連
法
案
と
は
切
り
離
せ
」

「（
地
公
切
り
離
し
は
）
納
得

が
い
か
な
い
」（　

月
７
日
付

11

『
日
経
』）
と
語
気
を
強
め
て

い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

「
苦
渋
の
選
択
」
を
し
た
連

合
・
国
税
労
組
の
立
場
は
な

く
な
り
、
政
府
法
案
の
後
ろ

盾
で
あ
る
「
４
分
の
１
に
も

満
た
な
い
労
組
と
の
妥
結
」

す
ら
絵
に
描
い
た
餅
で
す
。

の
旗
を

掲
げ
よ
う

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
賃
下
げ
反
対
の
ノ
ボ
リ
を
立
て
て
参
加
。

国会へ向けての請願デモ。朴木書記次長のコールで「全
国税シュプレヒコール」が響きわたりました。

上
京
団
カ
ン
パ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

「給与臨時特例法案」にもとづく減額支給措置によるモデル給与例の減額試算
試算は国公労連調査部
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目
隠
し
し
て
調
査
は 

で
き
へ
ん
¦
調
査
に
支
障

【
近
畿
地
連
】

全
国
税
は
撤
回
を
要
求

　

マ
ス
キ
ン
グ
に
時
間

が
か
か
り
調
査
日
数
を

圧
迫
す
る
。
過
重
負
担

と
な
る
文
書
管
理
強
化

に
反
対
し
、
マ
ス
キ
ン

グ
・
イ
ニ
シ
ャ
ル
化
の

撤
回
を
要
求
す
る
。

▼
職
場
の
声
は

▽
預
か
り
書
類
は
、
マ

ス
キ
ン
グ
し
な
く
て
よ

い
の
か
。
そ
れ
こ
そ
情

報
の
山
、
そ
れ
と
も
預

か
る
な
と
言
う
の
か
。

▽
職
員
を
守
る
の
で
は

な
く
当
局
の
言
い
逃
れ

施
策
だ
。

習
熟
度
別
指
導
を
導
入

地
獄
の
「
確
申
期
」
の

　
　

二
の
舞
は
ゴ
メ
ン

【
北
海
道
地
連
】

　

札
幌
局
は
、
平
成　

年
23

度
の
確
申
期
に
納
税
者
の

パ
ソ
コ
ン
の
習
熟
度
に
合

わ
せ
、
自
力
操
作
、
ポ
イ

ン
ト
指
導
、
手
厚
い
指
導

に
分
け
る
「
習
熟
度
別
指

導
」
を
導
入
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

各
コ
ー
ナ
ー
の
職
員
・

操
作
補
助
者
を
削
減
し
、

内
部
事
務
・
四
月
か
ら
の

調
査
事
務
の
前
倒
し
を
図

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

局
員
は
、
来
署
者
を
減

ら
し
、
自
宅
か
ら
の
Ｉ
Ｔ

利
用
申
告
を
増
や
す
こ
と

が
狙
い
だ
と
説
明
。

　

か
つ
て
、
巡
回
指
導
で

も
、「
申
告
会
場
は
記
載

場
所
の
提
供
で
あ
り
、
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

の
場
」
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
職
員
に
は
、「
突
き
放

せ
」、「
指
導
は
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
」
な
ど
と
指
示
す
る

一
方
で
、表
向
き
は「
親
切

丁
寧
」を
標
榜
す
る
当
局

の
二
枚
舌
で
苦
情
が
多
発

し
ま
し
た
。

　
「
地
獄
の
確
申
期
」
と

言
わ
れ
、
病
に
倒
れ
る
職

員
も
出
ま
し
た
。
習
熟
度

別
指
導
を
導
入
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
当
初
は
一
定
の

要
員
配
置
が
必
要
で
相
談

事
務
量
削
減
の
狙
い
と
は

両
立
し
ま
せ
ん
。
当
局
の

論
理
を
押
し
付
け
る「
地

獄
の
確
申
期
」
の
二
の
舞

は
ご
め
ん
で
す
。

「
確
申
期
」
無
謀
な
事
務

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

　

今
年
は
、
事
前
集
合
指

導
の
後
倒
し
や
外
部
相
談

会
場
の
縮
小
を
指
示
し
、

一
月
に〝
概
況
確
認
調
査
〟

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現

場
は
例
年
の
計
画
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
計
画
策

定
者
は「
て
ん
て
こ
舞
い
」

の
状
態
で
す
。

　

効
率
化
・
ス
リ
ム
化
と

言
い
な
が
ら
、
事
務
量
が

削
減
さ
れ
て
い
な
い
中
、

確
申
期
の
過
密
労
働
は
、

何
と
し
て
も
避
け
た
い
も

の
。「
健
康
が
第
一
！
」
の

確
申
期
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
局
長
も
言
っ
て
い
た
」

と
署
長
も
言
っ
た

【
と
あ
る
署
長
交
渉
で
】

　

署
長　

マ
ス
キ
ン
グ
は

局
長
も
評
判
悪
い
と
言
っ

て
い
た
。
い
ま
、
事
務
指

導
の
担
当
者
が
現
状
を
聞

い
て
い
る
。
庁
に
も
意
見

が
上
が
っ
て
い
る
。

　

廃
止
か
改
善
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
個
人
情
報
の

保
護
も
大
事
な
問
題
だ
。

Q
：
ど
ん
な
作
業
を
し
て
き

ま
し
た
か
？

A
：
初
日
は
津
波
で
海
水
に

つ
か
っ
た
田
ん
ぼ
の
ガ
レ
キ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
ガ

ラ
ス
・
陶
器
・
レ
ン
ガ
の
破

片
が
散
乱
し
、
か
な
り
危
険

を
伴
う
作
業
で
し
た
。
地
元

の
お
ば
さ
ん
が
感
謝
の
挨
拶

さ
れ
た
と
き
「
草
抜
き
の
応

土
砂
を
手
作
業
で
撤
去
し
ま

し
た
。
流
れ
込
ん
だ
土
砂
を

丁
寧
に
振
り
分
け
て
い
る
と

そ
の
中
か
ら
生
活
用
品
が

次
々
と
出
て
く
る
ん
で
す

ね
。
携
帯
、
勲
章
、
保
育
園

援
を
頼
ん
だ
ら
、
こ
ん
な
に

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
来
て
く
れ
て
…
…
」
と
声

を
詰
ま
ら
せ
た
と
き
に
は
も

ら
い
泣
き
し
ま
し
た
。
ま

た
、
建
物
を
津
波
に
流
さ
れ

た
居
宅
の
整
地
で
は
、
石
や

撤
去
や
雑
草
を
抜
き
ま
し

た
。
塩
害
の
た
め
に
田
ん
ぼ

に
は
ミ
ミ
ズ
や
虫
た
ち
は
全

く
お
ら
ず
、
塩
に
強
い
雑
草

だ
け
が
の
び
の
び
と
繁
殖
し

運
動
会
の
「
よ
く
頑
張
り

ま
し
た
ね
金
メ
ダ
ル
」、

ぼ
や
け
て
輪
郭
し
か
分
か

ら
な
い
写
真
、
毛
髪
。
持

ち
主
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
つ
ら
く
て
作
業
の
手

は
止
ま
っ
て
…
…
。

Q
：
地
元
の
人
は
ど
う

だ
っ
た
で
す
か
？

A
：
被
災
当
初
の
顔
に
笑

顔
は
な
く
、
私
た
ち
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
無
視
し
て
い

ま
し
た
が
、
三
ヵ
月
後
く

ら
い
に
や
っ
と
笑
顔
を
見

せ
始
め
た
と
リ
ー
ダ
ー
は

言
っ
て
い
ま
し
た
。
普
段

生
活
し
て
い
る
地
域
で
の

作
業
な
の
で
、
私
た
ち
は

大
き
な
声
と
笑
顔
の
挨
拶

を
心
が
け
ま
し
た
。

津
波
で
流
さ
れ
た
宅
地
跡
か
ら
、
運
動
会
の
金
メ
ダ
ル
が
…
！

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
そ
の
2

　

が
れ
き
撤
去
で
見
え
た
現
実

　
　
　
　

近
畿
地
連
・
南
大
阪
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
修
さ
ん
に
聞
く
（
第
2
回
）

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
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庵
庵
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庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

　
　

月　

日
、
福
島
市
四
季

10

30

の
里
で
開
か
れ
た
集
会
に

は
、
東
北
・
関
信
・
東
京
の

全
国
税
組
合
員　

名
を
含

28

め
、
全
国　

都
道
府
県
か
ら

４７

1
万
人
を
超
え
る
人
々
が
結

集
し
ま
し
た
。
集
会
前
の

「
元
気
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
、
東

北
各
地
の
お
祭
り
や
伝
統
文

化
が
披
露
さ
れ
、
会
場
周
辺

の
交
流
テ
ン
ト
で
は
「
復
興

鍋
」等
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
た

馬
場
浪
江
町
長
は
、「
浪
江

町
民
２
万
１
０
０
０
人
が
県

内
や
全
国
に
避
難
し
て
い

る
。
そ
ん
な
状
況
を
つ
く
っ

た
の
は
誰
だ
！　

東
京
電
力

で
す
。
国
策
と
し
て
進
め
て

き
た
国
に
も
責
任
が
あ
り
ま

す
」
と
、
訴
え
、
参
加
者
か

ら
も
「
そ
う
だ
」
と
、
拍
手

が
わ
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
大
声
大
会

で
は
、
4
歳
か
ら
中
学
生
ま

で
の
登
壇
者
が
「
外
で
か
く

れ
ん
ぼ
が
し
た
い
」「
砂
遊
び

が
し
た
い
」「
い
と
こ
が
福
島

に
来
な
く
な
り
寂
し
い
」「
運

動
会
が
中
止
に
な
り
思
い
出

が
作
れ
な
い
」
と
発
言
が
あ

り
、
参
加
者
は
大
き
な
丸
を

作
り
子
ど
も
た
ち
の
切
実
な

叫
び
を
共
有
し
ま
し
た
。

原
発
、あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か
？

「
行　

職
員
の
処
遇
と
労
働

（二）

条
件
の
改
善
を
求
め
る
要
求
書
」

　

行　

職
員
は
、
職
場
の

（二）

円
滑
な
運
営
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、

重
要
な
役
割
を
発
揮
し
て

い
ま
す
が
、
定
員
削
減
・
不

補
充
等
で
心
身
の
負
担
は

増
大
し
て
い
ま
す
。

　

全
省
庁
い
ち
劣
悪
な
昇

格
水
準
に
据
え
置
く
中

で
、
今
ま
で
行　

職
員
が

（二）

行
っ
て
き
た
仕
事
を
、
当

局
の
勝
手
な
都
合
で
取
り

上
げ
、
超
勤
手
当
を
激
減

さ
せ
た
仕
打
ち
に
対
し

て
、
不
信
感
を
つ
の
ら
せ

て
い
ま
す
。

　

安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
、
専
門

技
能
と
経
験
を
備
え
た
正

規
職
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
処
遇
と
労
働
環
境
を
保

障
す
る
こ
と
が
、
極
め
て

重
要
で
す
。

　

国
税
庁
当
局
に
は
、
行

　

職
員
の
将
来
不
安
を
解

（二）消
し
、〝
誇
り
と
働
き
が

い
〟
が
持
て
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

集
会
は
、「
放
射
能
被
害

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ

う
！
」「
被
害
・
損
害
の
全

面
賠
償
を
求
め
よ
う
！
」「
原

発
を
な
く
そ
う
！
」「
3
月　
11

日
前
の
ふ
く
し
ま
に
、
国
と

東
京
電
力
の
責
任
で
戻

せ
！
」
と
の
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
。
そ
の
後
に
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。

　

い
ま
だ
収
束
の
メ
ド
が
た

た
な
い
原
発
事
故
に
よ
り
、

放
射
能
汚
染
は
広
が
り
続
け

て
い
ま
す
。

　

停
止
中
の
原
発
の
再
稼
働

を
求
め
る
経
済
界
の
圧
力
の

中
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
な
ど
、
私
た
ち
自
身
の
生

き
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

【
税
務
職
】

　

差
別
・
分
断
発
令
を
や
め
、
年
齢
・
経
験
を
尊

重
し
て
、
当
面
次
の
基
準
を
満
た
し
た
者
全
員
を

昇
格
さ
せ
る
こ
と
。

５
級
昇
格　

普　

期
、
専　

期
、　

年
採
用
以
前

49

25

56

４
級
昇
格　

普　

期
、
専　

期
以
前

52

28

３
級
昇
格　

普　

期
、
専　

期
以
前

58

34

２
級
昇
格　

普　

期
以
前

63

特
研
生　
　

賃
金
格
付
け
を
是
正
し
、
普
通
科
と

同
等
の
昇
任
・
昇
格
発
令

　

【
行　

職
】

（二）

　

行　

職
の
部
下
数
制
限
を
撤
廃
し
、
包
括
承
認

（二）

基
準
の
級
・
号
俸
を
満
た
し
て
い
る
者
全
員
を
昇

格
発
令
す
る
こ
と
。

用
務
員　

２
級　

１
‐　

以
上

77

守
衛　
　

３
級　

２
‐　

以
上
、
２
級
１
‐　

以
上

57

61

運
転
手　

４
級　

３
‐　

以
上
、
３
級
2
‐　

以
上

61

41

交
換
手　

３
級　

２
‐　

（
数
名
の
交
換
手
を
直
接

49

指
導
監
督
す
る
者
は
２
‐　

）
以
上

41

年年齢齢・・経験を尊重し公正な人事経験を尊重し公正な人事をを

　

全
国
税
は
、
下
期
発
令
に
あ
た
っ
て

左
記
の
発
令
基
準
を
求
め
て
い
ま
す
。

家屋は流され、土台だけが残る住宅跡。

下
期
発
令

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

本
日
提
出

遥か離れた中央舞台を囲む1万人の参加者たち。

なくせ原発 ふるさと返なくせ原発　ふるさと返せせ
「10・30大集会in福島」に全国から1万人

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵


